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「北の華（はな）」は、青（あお）にらの
「パワフルグリーンベルト」という
品種（ひんしゅ）だそうです。元気（げん

き）が出そうな名前（なまえ）ですね!

　学校の給食（きゅうしょく）では、
たくさんのやさいが使われて
います。
　その中から今回（こんかい）は、

「にら」を紹介（しょうかい）します。

【にら】Chinese chive（英）　　　
●ユリ科ネギ属（ぞく）　　
　 (長ねぎ、玉ねぎ、にんにくと同じなかま）
●原産（げんさん）地は中国西部
　 暑（あつ）さ寒（さむ）さに強く、北

はシベリアから南はインドま
で生育（せいいく）しています。

　にらは、刈（か）り取（と）った後の株（かぶ）から再（ふたた）び新葉（しんば）

が伸（の）びて、年に数回（ねんすうかい）収穫（しゅうかく）できる珍（めずら）し
い野菜（やさい）です。
　にらは、寒さや日照（にっしょう）に敏感（びんかん）で、温度管理（おんど

かんり）にとても気を遣（つか）います。
　知内（しりうち）町のにら栽培（さいばい）は、加温（かおん）ハウス栽培と
無加温ハウス栽培の「前期（ぜんき）にら」と夏秋どりの「後期（こうき）

にら」の組合せで栽培が行われています。
　3月に「は種（しゅ）」し、6月に定植（ていしょく）、翌年（よくねん）の1月
から収穫を始めます。収穫までに1年近くもかかりますが、その
後は、2年間で8〜10回収穫を行い、株を終わらせます。
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ビニールを３重（じゆう）に重（かさ）ねた温かい
（あたたかい）ハウスに入ると、にら特有（とくゆう）

の香り（かおり）がほんわりと…

農林水産省
「平成24年産
 野菜生産出荷統計」

収穫量（しゅうかくりょう）　
TOP10（①〜⑩の順）

　わが国のにらの栽培（さいばい）の歴史（れきし）は古く、9〜10世紀ころか
らと言われています。
　戦前（せんぜん）は家庭菜園（かていさいえん）での栽培が主でしたが、現在（げ

んざい）は、北海道から沖縄（おきなわ）まで全国で栽培されています。主な
生産地（せいさんち）は、高知、栃木、茨城などで、北海道内では道南（どうなん）

の「知内（しりうち）」が全道一の産地です。知内のにらは、町民（ちょうみん）か
らの公募（こうぼ）で「北の華（はな）」とブランド名がつけられています。



　

山
脇
栄
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
理
事
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
川
嶋
英
輝
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

札
幌
市
の
学
校
給
食
は
、
札
幌
市
の
学
校
に
通
う
児

童
・
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
育
成
に
寄
与
す
る
べ
く
、
多

く
の
関
係
者
が
か
か
わ
り
合
い
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
価
で
あ
り
な
が
ら
も
十
分
な
栄
養
を
確
保
し
、
し

か
も
安
全
・
安
心
な
も
の
で
あ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
会
理
事
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、
当
会

が
、
札
幌
市
の
学
校
給
食
に
食
材
を
提
供
す
る
中
核
団

体
と
し
て
四
十
年
を
こ
え
て
活
動
し
て
き
た
団
体
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
職
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
以
後
数
年
が
た
っ
て
お
り
ま

す
が
、
食
材
の
安
全
性
や
そ
の
確
認
の
在
り
方
に
つ
い

て
不
安
視
さ
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す
。
地
産
・
地
消
の
原

則
を
維
持
し
つ
つ
、
食
材
や
物
資
の
選
定
や
確
認
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

に
ご
理
解
を
求
め
て
参
る
所
存
で
す
。
同
時
に
、
児
童
生

徒
の
健
や
か
な
成
長
と
豊
か
な
食
文
化
の
創
造
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
給
食
会
で
あ
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
頂
戴
し
た
く
存
じ

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
安
全
・
良
質
で
適
正
な
価
格
の
物

資
を
、
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
給
食
実
施
校
の

学
校
長
に
代
わ
っ
て
入
札
等
に
よ
り
品
目
ご
と
に

単
価
契
約
を
締
結
し
、
す
べ
て
の
学
校
が
そ
の
契

約
単
価
で
購
入
で
き
る
共
同
購
入
方
式
を
と
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
理
事
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
、
共
同
購
入
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
給
食
実
施
学
校
長
、
教
育
委
員
会
職

員
、
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
か
ら
選
出
さ
れ

た
11
名
で
構
成
さ
れ
、
7
月
か
ら
来
年
2
月
ま
で

年
間
7
回
開
催
さ
れ
る
委
員
会
で
、
延
べ
一
五
八

品
目
に
も
及
ぶ
物
資
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

　

選
定
は
、
価
格
ば
か
り
で
は
な
く
、
品
質
、
食
味
、

食
感
や
使
い
勝
手
の
良
さ
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
て
行
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
給
食
を
喜
ん

で
お
い
し
く
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
を
最
大
の
目
的

と
し
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
厳
し
い
審
査
と

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
産
地
指
定
青
果
物
」と
は
、
札
幌
市
学
校
給
食
会
が
特

定
の
生
産
地
の
農
協
等
と
の
契
約
の
も
と
に
期
間
を
定

め
て
供
給
す
る
青
果
物
で
す
。

　

ク
リ
ー
ン
青
果
物
お
よ
び
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、
品

目
・
数
量
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

品
目
の
採
用
は
、
市
場
や
道
内
の
各
産
地
か
ら
の
情
報

を
も
と
に
、
当
会
職
員
が
現
地
に
赴
い
て
圃
場
を
視
察

し
、
産
地
JA
や
生
産
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
な
ど
十
分
検

討
し
た
上
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

　各産地では、農薬の使用回数をできるだけ少なくし、化学
肥料の使用量を削減するなどの生産基準を設けて「クリーン
青果物」の提供や、地産地消活動を通じてフードマイレージ
削減や地域の消費者・商工業者との連携に取組んでいます。
 〈YES！Clean（イエス・クリーン）〉 〈さっぽろとれたてっこ〉
 〈さっぽろハーベストランド〉 〈ECO（エコ）フード〉　
　また、環境へ負荷の少ない自然エネルギー「雪」を利用し
た農産物貯蔵施設を設けたり、　貯蔵庫内における空気中の
気体の組成を人工的に変え冷蔵と組み合わせて青果物を貯
蔵する CA 貯蔵（Controlled Atmosphere Storage）により「ク
リーン青果物」の安定供給に努めています。
 〈JAとうや湖　雪蔵〉　〈ECO（エコ）フード：CA貯蔵〉

　

定
款
第
4
条
各
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

1  

物
資
調
達
事
業（
第
1
号
）

（1）  

札 

幌
市
立
学
校
の
給
食
実
施
校
に
対
す
る
給
食
用
物

資
の
調
達
。

（2）  

学
校
か
ら
の
委
任
に
よ
る
供
給
物
資
代
金
等
の
収
納

及
び
支
払
い
。

（3）  

よ
り
安
全
、
安
心
な
ク
リ
ー
ン
青
果
物
及
び
地
場
産

青
果
物
の
調
達
。

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

共
同
購
入
委
員
会

平
成
27
年
度
　
事
業
計
画

平
成
27
年
度

　
ク
リ
ー
ン
青
果
物
・
産
地
指
定
青
果
物
の
供
給
予
定

公益財団法人
札幌市学校給食会

理事長　川嶋　英輝
（札幌市立豊平小学校長）

（4）  

納
入
物
資
の
品
質
状
況
及
び
量
目
な
ど
の
学
校
実
地

調
査
。

（5） 

共
同
購
入
物
資
納
品
規
格
基
準
の
追
加
及
び
見
直
し
。

（6）  

納
入
物
資
の
抜
き
取
り
検
査
、
納
入
業
者
の
自
主
検

査
、
検
便
な
ど
の
実
施
。

（7）  

納
入
業
者
対
象
の「
衛
生
管
理
講
習
会
」及
び「
物
資

別
講
習
会
」の
実
施
。

（8）  

市
況
調
査
な
ど
の
実
施（
青
果
物
、
食
肉
、
鶏
卵
等
の

相
場
動
向
の
調
査
）。

2  

食
育
推
進
事
業（
第
2
号
）

（1）  

児
童
の
食
育
を
推
進
し
、
給
食
物
資
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象

と
し
て
、「
第
16
回
ク
リ
ー
ン
野
菜
産
地
親
子
見
学

会
」（
富
良
野
市
）な
ど
を
開
催
す
る
。
親
子
40
人（
20

組
）が
参
加
予
定
。

3  
普
及
奨
励
事
業（
第
3
号
）

（1）  

当
会
の
事
業
等
を
広
く
周
知
し
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
情
報
提

供
す
る
と
と
も
に
、
広
報
紙「
に
ん
じ
ん
通
信
」（
年
2

回
）を
発
行
し
、
給
食
実
施
校
、
関
係
機
関
な
ど
に
配

布
す
る
。

（2）   

学
校
給
食
に
対
す
る
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
札
幌

市
学
校
給
食
栄
養
士
会
と
の
共
催
に
よ
り「
第
38
回

学
校
給
食
展
」を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
同
栄
養
士
会

主
催
の
親
子
料
理
講
習
会
へ
の
後
援
を
行
う
。

4  

そ
の
他
の
事
業（
第
4
号
）

（1）  

食
品
の
安
全
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
調
査
。

（2）  

連
絡
協
議
会
、
研
究
協
議
大
会
な
ど
へ
の
出
席
。

【評議員】 平成27（2015）年6月18日現在
役　職　名 氏　　名 現　職　名

評　議　員

宮　原　伸　子 札幌市立西野小学校長
梅　村　ゆみ子 札幌市立八軒東中学校長

渡　辺　京　子  札幌市学校給食栄養士会会長 
 札幌市立石山小学校栄養教諭

古　家　誠　士 札幌市 PTA 協議会理事
清　水　一　江 札幌市 PTA 協議会副会長

鈴　木　敬　子 公益社団法人 
北海道栄養士会常務理事

河道前　伸　子 一般社団法人 
札幌消費者協会副会長

坂　尻　幸　一 一般社団法人 
札幌市食品衛生協会副会長

菊　地　和　美 藤女子大学教授

【理事】
役　職　名 氏　　名 現　職　名

 理 事 長（代表理事） 川　嶋　英　輝 札幌市立豊平小学校長
常務理事（業務執行理事） 阿　部　裕　雄 札幌市学校給食会理事

理　　事　

本　居　文　男 　札幌市教育委員会 
生涯学習部学校施設担当部長

川　端　美　樹  札幌市 PTA 協議会会長
森　　　清　次 札幌市 PTA 協議会理事
横　山　眞　昭 元 札幌市学校給食会事務局長

  
【監事】

役　職　名 氏　　名 現　職　名

監　　事
多　屋　勝　範 多屋公認会計士事務所　
長　南　栄　治 札幌市 PTA 協議会監事

　 　　　　　　　（敬称略）

平成27年度  評議員  役員名簿

品　　名 産地・JA 名等 名称等 予定供給期間 採用年度

ばれいしょ

JA とうや湖 イエス・クリーン他（雪蔵貯蔵） 平成27年 4月 6日（月） ~ 平成27年 5月15日（金） 平成17年
JA とうや湖 イエス・クリーン他 平成27年 8月31日（月） ~ 平成27年 10月23日（金）　 平成14年
JA ふらの 特別栽培他 平成27年 10月26日（月）　~ 平成27年 12月25日（金）　 平成10年

JA ようてい イエス・クリーン他 平成28年 1月15日（金） ~ 平成28年 1月29日（金） 平成24年
JA きたみらい スノーマーチ 平成28年 2月 1日（月） ~ 平成28年 3月 4日（金） 平成26年
JA とうや湖 イエス・クリーン他 平成28年 3月 7日（月） ~ 平成28年 3月25日（金） 平成14年

玉ねぎ

JA ふらの エコフード他（CA 貯蔵） 平成27年 4月 6日（月） ~ 平成27年 5月29日（金） 平成20年
JA ふらの 特別栽培他 平成27年 8月24日（月）　~ 平成27年 9月18日（金）　 平成 6年

JA さっぽろ フードリサイクル（さつおう） 平成27年 9月28日（月）　~ 平成27年 10月 9日（金） 平成20年
JA さっぽろ さっぽろとれたてっこ他 平成27年 10月13日（火）　~ 平成27年 11月13日（金） 平成 9年
JA ふらの 特別栽培他 平成27年 11月16日（月）　~ 平成28年 3月25日（金） 平成 6年

にんじん

JA 新はこだて（七飯産） イエス・クリーン 平成27年 7月 6日（月）　~ 平成27年 7月24日（金）　 平成12年
JA ふらの 特別栽培他 平成27年 8月24日（月）　~ 平成27年 9月18日（金） 平成10年

JA ようてい イエス・クリーン他 平成27年 9月24日（木）　~ 平成27年 10月16日（金） 平成14年
JA とうや湖 イエス・クリーン他（雪蔵貯蔵） 平成27年 10月19日（月） ~ 平成27年 11月20日（金）　 平成20年

しょうが 高知県産 ― 平成27年 4月 6日（月）　~ 平成28年 3月25日（金） 平成21年
長ねぎ JA なんぽろ イエス・クリーン他 平成27年 8月24日（月）　~ 平成27年 11月13日（金） 平成21年

きゅうり JA 新すながわ イエス・クリーン他 平成27年 6月22日（月）　~ 平成27年 9月11日（金） 平成21年

レタス JA さっぽろ フードリサイクル
平成27年 7月 6日（月）　~ 平成27年 7月23日（木）　

平成19年
平成27年 8月31日（月） ~ 平成27年 9月25日（金）　

だいこん
JA 新はこだて（七飯産） イエス・クリーン 平成27年 5月25日（月）　~ 平成27年 6月19日（金）　 平成13年

JA とうや湖 イエス・クリーン 平成27年 7月21日（火）　~ 平成27年 10月 9日（金）　 平成21年
ピーマン JA にいかっぷ ― 平成27年 6月29日（月） ~ 平成27年 10月 9日（金） 平成27年

キャベツ
JA なんぽろ イエス・クリーン 平成27年 7月13日（月）　~ 平成27年 9月18日（金） 平成23年
JA 伊達市 イエス・クリーン他 平成27年 9月24日（木）　~ 平成27年 10月16日（金）　 平成21年

JA とうや湖 ― 平成27年 12月 7日（月） ~ 平成27年 12月25日（金）　 平成25年

はくさい JA 道央 さっぽろハーベストランド
平成27年 7月 6日（月） ~ 平成27年 8月28日（金） 平成24年
平成27年 8月31日（月） ~ 平成27年 10月16日（金） 平成26年

にんにく JA 十勝清水町 ― 平成27年 8月24日（月）　~ 平成28年 3月25日（金）　 平成23年
かぼちゃ JA 北いしかり さっぽろハーベストランド 平成27年 9月 7日（月）　~ 平成27年 12月 4日（金）　 平成22年
こまつな JA さっぽろ さっぽろとれたてっこ 平成27年 6月 1日（月）　　　~ 平成27年 9月18日（金）　 平成13年

とうもろこし JA さっぽろ フードリサイクル 平成27年 8月24日（月）　~ 平成27年 9月25日（金） 平成21年

ブロッコリー JA さっぽろ ―
平成27年 7月 6日（月） ~ 平成27年 7月24日（金）

平成25年
平成27年 9月28日（月）　~ 平成27年 10月23日（金）

にら JA 新はこだて（知内産） ―
平成27年 4月20日（月） ~ 平成27年 7月 3日（金）

平成27年平成27年 7月　6日（月）　~ 平成27年 10月 2日（金）　
平成28年 1月25日（月） ~ 平成28年 3月25日（金）　

りんご JA 新はこだて（七飯産）
イエス・クリーン（つがる） 平成27年 10月 5日（月） ~ 平成27年 10月16日（金）

平成14年
イエス・クリーン（王林） 平成27年 11月30日（月）　~ 平成27年 12月11日（金）　

◆この他　産地指定の「ミニトマト」の新規供給を予定し、準備を進めています。



　

本
年
度
か
ら
供
給
を
開
始
し
た
知
内
の
に
ら「
北
の

華
」に
は
、
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
確
か
な
も
の
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」が
導
入
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
食
品
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ｣
に
つ
い
て

　

食
品
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、「
生
産
、
加
工
及

び
流
通
の
特
定
の
一
つ
ま
た
は
複
数
の
段
階
を
通
じ
て
、

食
品
の
移
動
を
把
握
で
き
る
こ
と
」、
つ
ま
り「
食
品
が
、

ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
っ
た
か
が
わ
か
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
」で
す
。

　
「
農
林
水
産
省
」の
資
料
で
は
、『
食
品
事
故
等
の
問
題

が
あ
っ
た
と
き
に
、
食
品
の
移
動
ル
ー
ト
を
書
類
等
で

特
定
し
、
遡
及
・
追
跡
し
て
、
原
因
究
明
や
商
品
回
収
等

を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
す
。 　
　

　

具
体
的
に
は
、
食
品
の
移
動
ル
ー
ト
を
把
握
で
き
る

よ
う
、
生
産
、
加
工
、
流
通
等
の
各
段
階
で
商
品
の
入
荷

と
出
荷
に
関
す
る
記
録
等
を
作
成
・
保
存
し
て
お
く
こ

と
で
す
。』と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
・
加
工
か
ら
流
通
販
売
過
程
の
食
品
の
移
動
を

把
握
で
き
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
消
費
者
の
信
頼

を
確
か
な
も
の
と
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
食
品

の
安
全
性
に
関
し
て
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
際
の
原

因
究
明
や
被
害
の
拡
大
防
止
な
ど
に
有
効
で
す
。
北
海

道
で
も
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
・
普
及
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
一
部
引
用
：
北
海
道
農
政
部
Ｈ
Ｐ
）

「
北
の
華
」と
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

　
　
　
【
北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
】

　　

知
内
町
の
に
ら
栽
培
は
、
昭
和
46
年
か
ら
始

ま
っ
た
水
田
転
作
を
き
っ
か
け
に
、
生
産
者
９
名

に
よ
る「
重
内
ニ
ラ
栽
培
研
究
会
」が
発
足
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
は「
知
内
町
ニ
ラ
生
産
組
合
」と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
昭
和
56
年
に
個
選

共
販
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
平
成
9
年
に「
北
の

華
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
、
10
年
に
は
品
種
を「
パ

ワ
フ
ル
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」に
統
一
し
て
、
完
全
共

販
体
制
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
志
向
の
高
ま

り
か
ら
、
平
成
16
年
に
結
束
テ
ー
プ
に
生
産
者
番

号
を
明
記
す
る
な
ど「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」の

確
立
を
図
り
、
包
装
フ
イ
ル
ム
に
収
穫
・
包
装
月

日
を
コ
ー
ド
化
し
て
印
字
、
ハ
ウ
ス
台
帳
の
完
備

と
出
荷
ほ
場
番
号
管
理
を
強
化
し
、
19
年
か
ら
は

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」の
印
字
を
す
る
こ
と
に
よ
り「
し
り

う
ち
野
菜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」と
連
動
さ
せ
生
産
者
の

検
索
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
20
年

か
ら
は
、
農
作
業
の
各
工
程
を
記
録
・
点
検
す
る

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
）の
導
入
を
進

め
る
な
ど
、
消
費
者
が
求
め
る
安
全
・
安
心
な
に

ら
生
産
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
抜
粋
） 

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

QR
コード

　

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
に
印
字
さ
れ
て
い
る
番
号
を

「
し
り
う
ち
野
菜
」と
い
う
生
産
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
右
上
の「
生
産
者
情
報
」に
入
力
す
る
と〝
顔

の
見
え
る
野
菜
〟と
い
う
こ
と
で
、
生
産
者
の
顔
写

真
や
コ
メ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
ま
す
!!

　
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
印
字
さ
れ
て
い
る
の
で
携
帯
や

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

事
務
局
職
員

常
務
理
事
　
阿
部
　
裕
雄

事
務
局
長
　
後
藤
　
文
裕

総
務
課
長
　
木
村
　
正
樹

業
務
課
長
　
上
野
　
　
浩

職
　
　
員
　
富
岡
百
合
子

職
　
　
員
　
佐
藤
　
千
代

嘱
託
職
員
　
谷
川
　
祐
子

嘱
託
職
員
　
高
畠
亜
津
子

臨
時
職
員
　
清
水
　
麻
紀

よろしくお願いいたします

URL  http://www.sapporo-gk.or.jp/

から事務局■「給食会の紹介」の「情報公開」の中で
　　◆定款
　　◆事業計画書、収支予算書
　　◆事業報告書、貸借対照表
　　　正味財産増減計算書、財産目録等

■「業者登録」の「入札等参加資格者登録制度につい
て」の中で

　　◆入札等参加資格者登録要件
　　◆納入業者一覧

＊ 当会のあゆみ、事業紹介、業務に関する情報、給食会
ニュース、これまでの広報誌（にんじん通信）もHPに
掲載しています。ぜひご覧ください。

＊「調理校への皆様へ」「登録業者の皆様へ」は、関係者
向けの専用サイトです。

当会HPに掲載しています

「
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
」

　　

｢

こ
ん
に
ち
は
！
」｢

い
つ
も
お
い
し
い
で

す
！
」
給
食
時
間
に
学
級
を
覗
く
と
、
明
る
い

声
が
か
え
っ
て
き
ま
す
。
食
べ
る
前
に
は
、
日

め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
献
立
名
や
ク
イ
ズ
な
ど

を
読
み
上
げ
て
、
い
た
だ
き
ま
す
の
あ
い
さ
つ

を
し
ま
す
。

　

給
食
は
、
川
北
小
学
校
分
と
合
わ
せ
て
約

１
２
０
０
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
比
較
的
食
数

が
多
い
た
め
、
献
立
の
組
み
合
わ
せ
に
は
苦
慮

し
ま
す
が
、
チ
ー
フ
を
は
じ
め
調
理
員
の
皆
さ

ん
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
毎
日
丁
寧
な
仕
上
が

り
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
そ

れ
が
伝
わ
る
の
か
、
残
量
も
少
な
く
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
毎
年
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥

を
使
っ
て
、
各
学
年
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を
育
て

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
一

年
生
は
枝
豆
、
二
年
生
は
さ
つ
ま
い
も
、
三
年

生
は
大
豆
、
四
年
生
は
玉
ね
ぎ
、
五
・
六
年
生

は
じ
ゃ
が
い
も
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
学
級
（
特
別
支

援
学
級
）
は
二
〇
種
類
以
上
の
作
物
を
植
え
ま

す
。
ま
た
、
五
年
生
は
今
年
か
ら
由
仁
町
で
田

植
え
、
稲
刈
り
体
験
も
し
ま
す
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
学
級
園
で
収
穫
し
た

作
物
は
、
シ
ン
プ
ル
に
塩
ゆ
で
に
し
た
り
、
味

噌
汁
に
し
た
り
、
家
庭
科
の
調
理
実
習
に
使
用

し
た
り
と
、
自
分
た
ち
の
手
で
味
わ
う
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
家
の
方
が
作
っ
て
く
れ
る

食
事
や
、
お
店
で
買
っ
て
食
べ
る
も
の
と
は
違

う
の
を
実
感
し
、
今
後
の
食
生
活
の
中
で
も
、

生
産
や
流
通
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
食
育
を
推
進
し
て
い
く
立
場
の
栄
養
教
諭
で
す
が
、
最
近
特
に
感
じ
る

の
は
、
担
任
の
先
生
方
の
食
育
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
で
す
。
上
手
に
褒
め
て

食
べ
さ
せ
た
り
、
感
謝
の
心
や
も
っ
た
い
な
い
意
識
を
大
切
に
し
た
り
、
静
か

な
雰
囲
気
や
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
た
り
、
食
べ
残
し
を
さ
せ
な
い
工
夫
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
が
日
々
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
い
ら
れ
る
知
識
と
食
習
慣
を
、
学

校
教
育
の
中
で
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
栄
養
教
諭
の
で

き
る
こ
と
を
も
っ
と
探
し
て
い
き
た
い
で
す
。

札幌市立東川下小学校　
栄養教諭

菊地 るみ子 先生

ランチ
ルーム

図版：
北海道農政部



　札幌市学校給食会は、札幌市長との間で「さっ
ぽろ食（しょく）の安全・安心推進協定（あんぜん・あんし

んすいしんきょうてい）」の協定書を取（と）り交（か）わしま
した。
　マイルールを定め、より一層（いっそう）の食の安
全確保（あんぜんかくほ）と学校給食用物資（がっこうきゅう

しょくようぶっし）への信頼（しんらい）の向上（こうじょう）を
目指していきます。

【にらの栄養（えいよう）・効果（こうか）】
　にらの特有（とくゆう）の香りは、にんにくにも含まれるアリシンという
成分（せいぶん）で、糖（とう）の代謝（たいしゃ）（糖をエネルギーに変える）を促
進（そくしん）するビタミンB1の吸収率（きゅうしゅうりつ）を高め、疲労回復（ひ

ろうかいふく）を助けます。ビタミンB1を多く含む豚肉、レバーと組み合
わせて食べるのがおすすめで、レバニラ炒めはぴったりな料理です。　
　また、食物繊維（しょくもつせんい）、特にβーカロテンが豊富（ほうふ）に含
まれています。βーカロテンは体内
でビタミンAに変換（へんかん）され、
皮膚（ひふ）や粘膜（ねんまく）を健康に保
ち、免疫力（めんえきりょく）を高める働
きもあります。ほかに、ビタミンE、
ビタミンC、カルシウムも含む『栄
養満点』（えいようまんてん）の野菜です。

【調理のこつ】
　にらは加熱時間（かねつじかん）が長い
と色が悪くなり、風味も落ちます。
加熱はさっとが基本です。また、に
らに多く含まれているβーカロテ
ンは油と一緒にとると、吸収率（きゅ

うしゅうりつ）が高まります。

ロゴマーク
クリーンなイメージを与える緑
色を使い、札幌の花であるスズ
ランをモチーフに、「food」の2
番目の「o」は透明性を表してい
ます。

詳細は当会HPで紹介しています。
URL http://www.sapporo-gk.or.jp/

にらたっぷり　栄養満点　にらたまスープ！

平成26年度　第3回協定締結式

調理校（ちょうりこう）での
納品検査（のうひんけんさ）

衛生管理講習会
（えいせいかんりこうしゅうかい）

クリーン野菜の産地を訪（たず）ねて、親子で収穫体験（しゅうかくたいけん）を
してみませんか！
　富良野（ふらの）市東山で、じゃがいも掘（ほ）りをしたり青果物（せいかぶつ）の
　選果場（せんかじょう）を見学します。
○実 施 日 ： 平成27年8月  7日(金)　　　　
　応募締切 ： 平成27年7月24日(金)　
○参 加 費 ： 無料

クリーン野菜産地親子見学会

さん　   か　　 き　   ぼう　 しゃ　　ぼ　 しゅう ちゅう

や    さい  さん   ち    おや   こ    けん  がく  かい

参加希望者募集中です！参加希望者募集中です！参加希望者募集中です！

持ち物や応募の方法など詳しいことは
札幌市学校給食会ホームページ（http://www.sapporo-gk.or.jp/）「給食会ニュース」（６月）
または「広報さっぽろ」７月号『 札幌市からのお知らせ』をご覧ください。

*取材協力	 JA新はこだて知内基幹支店　新函館農業協同組合　知内町ニラ生産組合　札幌ホクレン青果株式会社　札幌市教育委員会保健給食課
*参考、引用文献等	 北海道渡島総合振興局「渡島のにら」　知内町ニラ生産組合「しりうち野菜」　JAグループ「とれたて大百科」　ホクレン「Green	No.260	2012年3月」　
	 ｢北海道やさいbook」　農畜産業振興機構「野菜ブック」　農林水産省「農林水産統計」「食品のトレーサビリティ」　
	 北海道農政部「北海道食の安全・安心ポータルサイト」　札幌市「安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業」

安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

を推
すい

進
しん

します！

にらはスタミナ野
や

菜
さい

の代
だい

名
めい

詞
し

★にらたまスープ　レシピ★
　給食にも登場する料理で、かきたま仕立てで、優しい味です。具だ
くさんで、おかずにもなる一品です。

☆家庭向け用に調整しています
●材料（4人前）
   卵2個　 豆腐140g(約1/2丁)　 にら80g(4/5束)　
　だし汁3カップ　 醤油14g(大さじ1弱）
　酒4g(小さじ1弱）　塩2.5g（小さじ1/2）　片栗粉4g（小さじ1強）

●作り方
①豆腐は1㎝のさいの目に切り、にらは2㎝の長さに切る。
②卵は溶いておく。
③ 鍋にだしを入れ、火にかけて煮立ったら調味料を加え、①の豆

腐、 にらを入れる。
④水溶き片栗粉を入れてとろみをつける。
⑤弱火にして、②の溶き卵を流し入れ、火が通ったら器に盛り付ける。

たくさん
食べて

くださいね。

札幌市教育委員会
保健給食課　栄養指導担当
　　　　　  泉　照美 係長

「にらたまスープの給食での組合せ」(一例)

レシピ紹
しょう

介
かい


